
 

令和６年１月８日 

気象庁地震火山部 

 

配信資料に関するお知らせ 

～能登半島北部における津波監視・津波情報発表の再開について～ 

 

「令和６年能登半島地震」の影響により、「輪島港」(国土交通省港湾局所管)

及び「珠洲市長橋」(気象庁所管)の両津波観測地点の観測データに欠測が生じ

ていたことを踏まえ、１月７日(日)、気象庁及び港湾局の職員を現地に派遣し、

同日、輪島港内に臨時の津波観測装置を設置しました。 

これにより、１月８日（月）12時から、「令和６年能登半島地震」の地震活動

域に含まれる能登半島北側における津波監視が再開され、津波発生時の津波情

報への活用も可能となりました。 

なお、気象庁が発表する津波情報における本観測装置の地点名は「輪島港」

として取扱うことといたします。 

 


